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新
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特

別

観

非
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債

主

義

の

考
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法

間

中

博

士

神

戸

正

雄

精

神

科

撃

の

新

分

類

論

吟

味

文

脇

工

博

士

米

田

庄

太

郎

景

気

に

於

け

る

勢

力

の

作

用

丈

翠

博

士

高

田

保

馬

穀

物

事

責

論

伽

“

喝

経

済

事

士

人

木

芳

之

助

曾

計

皐

の

本

質

さ

其

の

阿

川

題

絡

叩

古

学

士

崎

川

虎

三

長

期

景

気

波

動

の

研

究

・

:

:

・

経

瀦

撃

士

柴

回

航

魚

食

論

・

法

準

博

士

財

部

静

治

経
普
経
済
皐
誌
認
識
目
的
の
規
範
者
・
:
経
沸
宰
士
大
塚
一
朗

貨
幣
債
値
安
定
批
判
見
ク
レ
ヂ
ッ
ト
品
・
:
・
鐙
湾
畢
士
松
岡
孝
児

徳
川
時
代
諸
藩
の
図
産
舎
所
に
就
い
て
:
経
済
皐
士
堀
江
保
蔵

商
人
排
除
の
傾
向
に
就
て
・
・
:
・
経
済
皐
士
谷
口
吉
彦

経
潜
皐
の
認
識
主
観
託
寅
践
哲
皐
者
:
:
抑
制
冊
目
皐
博
士
石
川
興
二

土
佐
藩
に
於
け
る
育
子
令
に
就
て
・
樫
章
博
士
本
庄
栄
治
部

企

業

の

競

争

・

・

・

終

草

博

士

小

島

昌

太

郎

英

米

の

所

得

税

・

・

・

・

終

章

博

士

汐

見

三

郎

新
着
外
岡
経
済
雑
誌
主
要
論
題



経
帥
官
経
済
月
十
に
於
け
る
認
識
目
的
白
一
規
範
者

五s
O 

第
三
十
四
巻

一
五

O

第
一
務

経
緯
白
経
済
事
に
於
げ
る
認
識
目
的
の
規
範
者

大

塚

関

lま

L 

;d!¥ 

き

艦
笹
経
済
串
は
濁
注
に
於
て
は
、
其
の
前
橋
在
経
済
閣
宇
の
時
代
以
来
、
特
に
、
か
の
」

FJi--吉
田
コ
ロ
及
び
山
内
町
吉
-R
の

を
若
は
し
て
よ
ち
此
の
方
、

撤
し
く
幾
多
の
著
名
な
る
皐
者
に
よ
っ
て
業
の
皐
問
的
性
質
が
論
議
き
れ
た
。

j

;

i

1

=

M

1

1

1

 

品
川
以
下
抑
制

k
iト
中
川
市
広
川
抗
日
に
ど
，
況
に

D

7

2

F

-
」
問
、
ぷ
凶
・

4
r
L
V

凶

J
F
(

しに円四
H

「し
l
r
山
内

rh

h

l

h

E

・I
l

l

l

口円

H
M
L
Z
A日
F
i
h
r
l
ペ

我
国
に
於
て
も
亦
渡
進
、
上
回
の
雨
博
士
山
か
東
京
に
於
て
斯
皐
の
講
座
を
聞
か
れ
て
以
来
、
殊
に
は
近
年
、
少

世
の
斯
皐
専
門
研
究
家
が
ひ
き
績
き
濁
逸
よ
り
蹄
朝
せ
ら
れ
て
此
の
方
、
ひ
と
し
く
此
の
問
題
に
つ
い
て
、
彼
の

固
に
於
け
る
そ
れ
に
劣
ら
ぬ
程
の
熱
心
き
を
以
っ
て
、

論
議
の
重
ね
ら
れ
て
来
た
と
と
は
周
知
の
と
こ
ろ
で
あ

4

0

0

 而
し
て
、
我
闘
に
於
げ
る
斯
皐
専
門
の
皐
者
一
か
右
の
論
議
に
於
て
示
さ
れ
た
所
か
ら
見
れ
ば
‘
其
の
研
究
封
象

乃
至
は
認
識
目
的
に
闘
す
る
見
解
に
於
て
必
や
し
も
一
致
せ

F
る
も
の
め
り
と
雄
も
、
業
の
殆
ど
全
部
が
、
斯
曲
学

に
、
国
民
経
梼
皐
の
そ
れ
に
費
立
す
る
濁
特
の
研
究
掛
象
乃
至
は
認
識
目
的
を
認
め
、
こ
れ
を
、
一
科
の
純
梓
経
験

科
拳
と
し
て
成
立
せ
し
め
ん
こ
と
に
、
努
力
し
て
ゐ
ら
れ
る
こ
と
は
亦
、
人
の
知
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

霊 Söllheim ，“ Einzelwjrtschaf~slehre， ihre Erkt:nntnIsse und Methoden." Archiv 
fur die Fortschritte betriebswirtschaflliche:r Fo問 cbungund Lehre， Bd. 4， 1927・
S. 5任参照
谷口吉彦 商業組高官の特殊司干究ー昭和6年Il)3ーさ九 四O頁参照.2) 



d 

此
の
間
に
、
ぴ
と
り
異
色
併
記
す
る
の
は
小
島
博
士
の
見
解
で
あ
る
。
博
士
は
鑑
替
皐
に
封
し
て
、
正
確
な
る

典
型
概
念
を
以
て
把
握
さ
れ
た
、
経
梼
拳
の
そ
れ
に
封
立
す
る
濁
特
の
等
質
的
研
究
封
象
を
否
認
せ
ら
れ
、
従
つ

て
経
砦
畢
は
一
科
濁
立
の
純
粋
経
験
科
単
た
る
の
論
理
的
基
礎
を
映
げ
る
も
の
で
、
ぞ
れ
は
買
皐
の
一
種
に
外
な

ら
ぬ
と
さ
れ
て
お
ら
れ
る
。
博
士
は
い
は
れ
る
。

「
私
は
、
今
日
、

新
ら
に
に
成
立
せ
ん
と
す
る
機
運
に
あ
る
所
の
経
営
串
な
る
も
の
営
以
て
、
経
済
串
と
は
別

な
濁
立
の
率
問
と
し
て
成
り
立
た
ん
と
す
る
も
の
で
あ
ら
う
と
忠
ふ
。
こ
の
粧
管
曲
学
を
円
以
て
、
経
緯
開
準
と
は
別
な

濁
立
の
串
間
で
あ
る
と
す
る
以
上
は
、
こ
れ
は
経
済
事
象
の
本
質
ぞ
問
明
ぜ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
く
、
か
し
ろ

経
勝
目
に
於
け
る
目
的
i
指
導
意
志
の
日
ゴ
す
所
!
?
寅
現
す
る
に
必
要
な
る
、
諸
種
の
知
識
の
鴨
系
よ
り
な
る
準

聞
と
解
す
る
の
外
な
き
も
の
と
思
ふ
。
そ
し
て
、
此
の
見
解
は
、
経
管
準
の
曲
学
者
達
が
、
そ
の
間
半
聞
を
如
何
に
解

設
し
居
る
か
に
拘
は
ら
示
、
彼
等
が
貰
際
に
取
扱
っ
て
居
る
所
に
最
も
よ
〈
適
合
す
る
も
の
と
思
ふ
ο

こ
の
意
味
に
解
せ
ら
れ
に
る
粧
管
撃
は
、
科
田
町
子
で
は
な
〈
し
で
前
に
逃
ぺ
に
る
質
事
で
め
る
。
従
っ
て
、
ぞ
れ

は
調
象
な
る
も
の
を
も
た
守
し
て
、
た
だ
或
る
指
導
意
思
の
目
的
と
す
る
所
を
、
貫
現
す
る
に
最
も
適
営
な
る
、
そ

し
て
ま
た
最
も
役
立
つ
所
の
知
識
を
、
各
種
の
科
卒
そ
の
他
よ
り
呼
び
集
め
て
、
こ
れ
を
そ
の
目
的
に
従
っ
て
整

理
し
、
開
系
に
構
成
す
る
に
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
志
味
ド
ド
於
け
る
粧
替
態
は
、
一
口
に
一
言
へ
ぽ
、
経
替
に
役
立
つ
率

問
で
あ
る
。
』

本
論
記
述

ω便
宜
上
、
こ
こ
に
、
経
拭
官
経
済
曜
の
皐
問
的
性
質
に
闘
す
る
在
見
を
、
筒
軍
に
一
言
し
て
お
か
う

経
替
経
縮
問
皐
・
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

五

丑E

第
一
披
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経
管
沼
崎
昨
宰
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

王正

第

披

互E

'
と
思
ふ
。

典
型
的
概
念
を
以
て
、
論
理
的
に
把
握
せ
ら
る
べ
き
一
定
の
現
象
範
固
た
る
寵
擁
現
象
を
研
究
の
封
象
と
し
て

こ
れ
に
就
い
て
夫
E
理
論
的
認
識
目
的
及
び
歴
史
的
認
識
目
的
を
認
識
す
る
こ
と
を
任
務
と
し
て
夫
E
純
粋
経
験

科
皐
た
る
、
理
論
的
同
民
経
済
血
中
及
び
歴
史
的
岡
氏
経
済
学
炉
、
論
理
的
に
成
立
し
得
べ
く
、
且
つ
既
に
そ
れ
ら

日
か
後
遺
の
途
上
に
あ
る
こ
と
を
顧
み
れ
ば
、
其
一
の
研
究
封
象
の
貼
よ
り
見
る
も
、
又
其
の
認
識
目
的
の
勤
よ
り
見

る
色
、
国
民
経
済
準
と
割
立
的
に
、
叉
は
其
の
統
一
的
本
論
に
針
す
る
補
助
的
分
科
の
意
味
に
於
て
も
、
別
に
一

科

ω純
粋
純
職
廿
村
山
中
!
し
て
山
純
明
い
純
情
肌
十
台
桝
此
し
科
ベ
「
コ
論
理
上
め
恭
磁
も
無
け
れ
ば
U

ヌ
そ
の
到
町
出
比
削
齢

地
も
な
い
と
思
ふ
。

経
管
経
済
準
と
は
貫
に
、
祭
刺
企
業
、
費
用
補
償
金
業
、
お
よ
び
家
計
等
諸
種
の
類
型
的
相
別
経
梼
を
、
夫
1

別
E
仁
、
研
究
の
封
象
と
し
、
そ
れ
ら
の
佃
別
粧
梼
が
、
夫
1

一
定
の
目
標

(N-
内
}
)
に
到
達
す
る
矯
め
に
と
る

べ
き
、
即
ち
営
翁
(
ハ
グ
出
∞
〔
)
}
一
昨
日
戸
)
た
る
、
最
も
通
常
な
態
容
皆
、
究
極
の
認
識
目
的
と
す
る
所
の
敷
筒
科
事
の
概

蒋
で
あ
る
3

従
っ
て
、
粧
普
経
済
率
な
る
軍
一
科
凪
干
の
成
立
は
否
定
さ
れ
る
け
れ
ど
も
、
研
究
封
象
と
し
て
の
各

種
類
型
的
個
別
鰹
携
と
、
夫
E
特
有
な
る
、

一
定
の
目
標
と
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
た
、

一
定
の
論
理
的
性
質
を
有

す
る
諸
問
題
の
解
決
を
任
務
と
す
る
数
個
の
相
樹
立
す
る
、
統
一
的
な
、
智
識
障
系
と
し
て
の
、
経
拙
官
経
掛
幽
宇
の

成
立
は
、
こ
れ
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

換
言
す
れ
ば
、
各
個
の
鰹
替
寵
梼
撃
の
研
究
調
象
は
各
種
類
型
的
個
別
経
梼
で
あ
り
・
そ
の
認
識
目
的
は
、
各



種
の
類
型
的
個
別
経
済
が
一
定
の
目
標
に
費
し
て
夫
E
執
る
べ
き
、
血
管
魚
と
し
て
の
、
原
則
的
態
容
で
あ
る
。
而

し
て
、
ぞ
の
研
究
費
象
が
経
済
現
象
仁
る
貼
に
於
て
、
正
し
〈
そ
れ
は
経
済
科
皐
の
一
科
で
あ
る
。
た

r此
の
立

言
の
基
礎
づ
け
の
矯
め
に
は
、
正
し
き
、
経
済
概
念
に
闘
す
る
設
明
を
必
要
と
す
る
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。
こ
こ

に
原
則
的
態
容
と
い
ふ
は
、
既
に
早
〈
、
内
宮
町
D
m
m
『
が
斯
皐
の
認
識
目
的
に
つ
い
て
指
摘
せ
る
が
如
ぃ
、
そ
れ

い
か
、
各
個
の
具
睡
的
の
場
合
に
於
て
、
業
慌
に
賀
行
せ
ら
る
べ
き
所
謂
虞
方
(
河
口
町
立
)
に
非
る
こ
と
を
意
味
し

て
ゐ
る
。
抑
も
、
か

t
の
加
さ
蕗
方
が
、
強
め
酷
系
的
に
輿
へ
ら
れ
得
べ
一
き
も
の
な
ち
ゃ
否
や
の
論
議
は
、
今
姑

〈
こ
れ
を
拾
〈
O

か
く
て
、
犯
は
経
世
百
粧
樹
部
以
、
粧
掛
判
明
象
'T
制
小
川
九
割
象
L
」
寸
る
都
新
割
引
却
の
↑
剰
で
め
あ
と
し
し
許
可
一
際
寸
お

の
で
あ
る
け
れ

E
も
、
そ
れ
は
、
営
潟

(
L
E
m
e
-
-巾
一
回
)
含
認
識
目
的
と
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
存
在
(
巳
g
∞
巳
=
)

そ
の
も
の
を
認
識
目
的
と
す
る
、
理
論
的
圃
民
経
梼
摩
や
歴
史
的
圃
民
鰹
糖
撃
や
と
ひ
と
し
〈
、

こ
れ
を
、
純
粋

経
験
科
皐
と
す
る
は
官
ら
ぬ
。
そ
の
認
識
目
的
の
論
理
的
性
質
か
ら
見
て
、

ぞ
れ
は
質
際
科
串

正
に
、

(
巾
一
口
問

句『
pr巴
凶
円
宮
司
一
5
2
u
n
r
F
)
又
は
技
術
論
宣
言
内

z-E一
市
町
れ
)
と
呼
ば
れ
る
鮪
鴎
の
科
撃
で
あ
る
。
(
註
一
)

(
註
-
)
印
司
自
己
は
最
高
慣
値
に
謝
す
る
低
衣
償
値
の
安
常
的
排
列
の
規
定
を
任
務
主
す
る
科
墜
を
ば
品
主
回

pv=E
に
闘
す
る
科
墜
と
し
て

Z
C『
自
主
』

Z
J司
E
S
E
-
Z『
ご
規
範
料
墜
と
呼
ん
で
ゐ
る
。
倫
理
静
、
美
号
、
論
理
且
午
、
法
符
島
平
等
は
と
れ
に
麿
ナ
と
さ
れ
る
。

(
C・
8
2
P
『

E
含
百
め
豆
島
2
4
c
-
-
広
三
昔
。
r
p
p
m
-
n
r
P
3
N
U

∞-
N
U
∞
N
3・
)
経
勝
経
湾
撃
は
、
し
か
し
な
が

b
、
其
の
認
識
目
的
の
規
範

者
た
る
一
定
の
目
標
が
与

E
E
の
所
調
最
高
僚
値
止
の
閥
係
に
就
い
て
如
何
な
る
意
義
を
有
ナ
る
か
を
、
前
提
的
に
、
全
〈
論
議
せ
ぎ
る
も

の
で
あ
る
か

b
、
其
白
認
識
目
的
は
材
開
封
的
出
じ

=
E
の
性
質
L
V
-

宥
せ
ざ
る
も
の
で
あ
り
、
精
々
こ
れ
を
相
当
的

E
-
E
と
い
ひ
得
る
に
止
ま

る
で
あ
ら
う
。
こ
れ
私
が
、
持
率
を
規
範
科
撃
と
蒋
せ
ぎ
る
所
以
で
あ
る
。

経
枇
官
経
済
血
中
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

五一

第
一
致

五.

第
三
十
四
巻
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経
管
'
慨
湾
中
九
十
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

五
凶

第

披

五
凶

尤
も
、
右
の
貫
際
科
皐
左
し
て
の
一
輝
替
経
梼
畢
が
固
有
の
究
極
問
題
を
解
明
す
る
は
、
車
な
る
直
観
的
方
法
に

よ
る
の
で
は
な
く
、
そ
れ
は
、
個
別
経
梼
に
於
け
る
客
観
的
事
象
に
つ
い
て
の
正
確
な
る
理
論
的
及
び
歴
史
的
智
識

に
基
き
そ
れ
を
前
提
と
す
る
推
理
の
方
法
に
よ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
き
れ
ば
、

一
粧
に
賓
際
科
串
が
然
る
が
如

〈
、
鰹
峠
官
経
梼
事
色
亦
‘
其
の
鯉
系
中
に
、
営
潟
を
示
す
智
識
の
外
に
、
其
の
成
立
の
矯
め
の
手
段
的
、
前
提
的

智
識
と
し
て
、
究
極
的
な
閏
有
の
認
識
目
的
に
よ
っ
て
制
約
さ
れ
た
、
個
別
駆
樺
の
存
在
性
に
開
す
る
.
多
く
の

理
論
的
及
び
歴
史
的
乃
至
ほ
叉
記
地
的
九
十
知
減
ゲ
も
、
併
功
一
一
て
包
Mm
す
べ
き
論
理
的
要
求
を
有
J
9
る
ご
と
は
い
ふ

:-vp''
向、

EJ
ェ

7

v

j
ゴ

吋

f
J
7
t
f
f
l
u
-
-
P
H
M
H
d

こ
の
こ
と
は
叉
、
従
来
、
多
く
の
経
管
経
済
皐
の
連
作
に
就
い
て
何
人
も
貫
際
に
看
取
す
る
所
で
あ
る
。
経
比
百
経

掛
嵐
干
が
箪
に
、
合
目
的
な
る
個
別
経
済
活
動
の
態
審
を
記
述
す
る
も
の
に
過
ぎ
ぎ
る
も
と
見
る
が
如
き
は
、
約
二

十
五
年
来
の
斯
争
後
展
の
貫
肢
を
知
ら

5
る
も
の
と
い
ば
ね
ば
な
ら
泊
。
詮
-
一
)

鰹
晶
画
経
済
拳
炉
、
其
の
鯉
系
中
に
、
個
別
鰹
慢
の
存
在
性
に
闘
す
る
ほ
崎
汎
な
る
純
梓
客
観
的
認
識
成
果
を
包
踊

せ
や
さ
る
を
得
ぬ
論
理
的
要
求
お
も
有
す
る
こ
と
は
前
通
の
知
〈
で
あ
る
が
、
そ
れ
ら
の
智
識
は
買
は
斯
皐
の
究
極
的

認
識
目
的
に
遣
す
る
震
の
前
提
的
又
は
手
段
的
智
識
に
る
以
外
の
意
義
を
有
す
る
色
の
で
は
な
い
。
か
っ
、
そ
れ

ら
は
、
組
て
、
斯
皐
固
有
の
認
識
目
的
の
制
約
の
下
に
把
提
せ
ら
れ
、
従
っ
て
劃
象
上
の
事
情
の
意
義
に
制
約
せ

ら
れ
た
客
観
的
盟
系
を
備
へ
得
べ
き
も
の
で
は
な
い
。
き
れ
ば
、
経
替
経
済
事
に
於
て
は
、
二
一
の
準
者
の
方
法

(
詮
コ
一
)
純
枠
科
曲
学
的
部
門
と
政
策
的
部
門
と
の
厳
密
な
る
分
別
を
可
能
な
ら
し
む
べ
き
傍

論
的
意
見
に
も
不
拘
、



地
は
何
虞
に
も
見
出
し
難
い
。
況
や
、
前
者
を
以
て
国
民
経
済
墜
と
劃
立
し
、
又
は
そ
の
特
殊
部
門
た
る
一
科
の

純
粋
経
験
科
皐
と
す
る
が
如
、
き
は
技
術
的
科
一
挙
の
何
た
る
か
を
顧
み
ゴ
る
札
上
の
見
解
で
あ
る
と
い
は
ね
ば
な
ら
，

ぬ
。
以
上
は
、
経
替
経
済
学
の
皐
問
的
性
質
を
ぱ
、
超
越
的
見
地
か
ら
見
た
忍
見
に
就
い
て
一
言
せ
る
も
の
に
外

-ふ通コ〉ふ、。

キ
J
t
b
F
ナ

'
'
u

(註

-
C
円

Z
E
E
-
問。

]
E
g切庁
内

5
2
2
r
E百四

E
含
m
T
-
巳

E
E
i
E
n
F
(岡
UO国
)
及
び

P
E
E
-
F
E
r
r可
5・
(

同

由

OB)
の
稜
刊
k

P
F
E
P
-
g
r
n
F
に
よ
る

N
E
Uわ
ど
一
『
こ
宮

rpEG一2
2
0
5ゎ
FPEErOPEn-w言
明
の
設
立
合
唱
。
品
)
以
来
D
斯
搭
白
賀
状
を
意
味
す
る
。

戸

田

J
a
r
-咽
巴
町
百
円
出
向
明
記

E
品〉ロ『四〔

Frg
品。吋]凶己『一円

ruizv与
え
同
研

-orM3
回
申
込
町
田

-
E
に
於
け
る
意
見
は
其
の
一
例
で
あ
る
。

(
註
=
一
)

併
し
な
が
ら
、
今
、
立
場
を
か
へ
て
、
従
来
、
経
管
経
済
事
、
在
梶
隣
組
干
、
乃
至
は
個
別
離
梼
串
と
呼
ば
れ
て

来
た
準
聞
の
部
門
に
就
い
て
、
其
の
本
質
的
根
本
問
題
と
な
さ
れ
て
来
た
も
の
を
注
意
探
〈
摘
出
し
、
且
つ
、
其

の
本
質
的
根
本
問
題
の
解
決
の
斜
め
に
執
ら
れ
た
方
法
を
仔
細
に
吟
味
し
て
見
る
な
ら
ば
、
恐
ら
く
は
何
人
も
、

串
史
的
基
礎
に
出
後
せ
る
、
斯
皐
の
串
間
的
性
質
に
闘
す
る
見
解
が
、
上
過
の
超
越
的
見
地
か
ら
見
に
私
見
と
一

致
せ
ざ
る
を
得
ぬ
こ
と
を
首
肯
す
る
で
あ
ら
う
。

早
〈
既
に
、
当
4
2
5
E
D
B
F
F
Q
E
R
の
純
粋
経
験
科
率
的
在
経
済
論
に
劃
す
る
批
評
に
関
聯
し
て
、

済
串
或
は
私
経
済
畢
の
技
術
論
的
又
は
貰
際
科
準
的
性
質
を
主
張
せ
る

F
Y
B
μ
-
m
-
M
E
n
-
h
e
T
緯
る
一
圏
の
人
E
、

否
問
一
目
的
〈

hF--r日一コ一円、
5
2
q
g等
主
と
し
て
軍
な
る
方
法
論
的
論
謹
争
後
表
せ
る
極
め
て
少
数
の
人
ー
を
除

き
、
買
に
、
近
代
経
替
経
済
皐
の
研
究
者
の
殆
ど
全
部
は
、
も
と
よ
り
、
佃
E
の
研
究
者
に
於
け
る
明
示
、
黙
示

或
は
程
度
の
強
弱
の
差
違
こ
そ
あ
れ
、
ひ
と
し
く
、
斯
撃
を
以
て

経
砦
鑑

H
P
E
U己
n
F
R

或
は
司
「
伊
r
E
E
Z
宅一団泊目
2
2
7
p骨

相
桂
替
経
済
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
回
答

五
ヨ正

第
一
銃
二
五
五

Die privatwirtschafehre als kuust\ehr，~， Ztsehr. f. handelsw. Fovschung 1912. 
S.304・ff.
Einfuhrung in die pr.ivatwir旬。，ha仕slehre.Nurnberg: 1928. 
a. a. O. 
"Die Betriebswirtseh;a，ftslehre 
Zt.chr. 1. B. 1929'S. 561仔.
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と
し

み霊
し轟
て事事

ゐ警

高於
U9) け

る

認
識
目
的
の

規

範
者

第
三
十
関
車
官

一
五
六

第

披

一
五
六

而
し
て
、
此
の
傾
向
一
か
、
最
近
の
濁
逸
経
管
経
済
皐
界
に
於
て
、
盆
1
意
識
的
に
願
著
に
さ
れ
つ
つ
あ
る
こ
と

は
、
斯
略
研
究
者
の
容
易
に
看
取
し
得
る
所
で
な
く
て
は
な
ら
ぬ
。

調
逸
に
於
け
る
、
か
く
の
如
き
傾
向
に
封
し
て
、
前
通
の
如
く
、
我
闘
に
於
け
る
斯
率
直
一
リ
門
の
諸
家
が
殆
ど
奉

げ
て
、
斯
皐
の
純
粋
経
験
科
率
性
の
岡
明
の
佐
川
に
努
力
せ
ら
れ
つ
つ
あ
る
こ

2
は
、
甚
だ
興
味
深
き
封
照
と
い
へ

る
で
あ
ら
う
。
我
闘
に
於
げ
る
か
〈
の
如
、
さ
傾
向
は
、
か
つ
て
濁
逸
に
於
て
、

}
山

EMEMO(詑
凶
)
が
新
風
干
の
信
利

政
策
性
に
宮
市
離
し
て
以
来
b

山
県
の
一
枇
脅
酌
山
科
治
む
諮
ら
λ
と
し
て
、

叶
去
の
本
質
的
問
題
mu一
性
質
に
就
い
て
の
深

き
反
省
毛
無
く
、

只
管
、

新
撃
の
純
粋
経
験
科
皐
性
が
叫
ば
れ
た
常
時
の
賓
勢
に
影
響
さ
れ
て
ゐ
る
所
も
あ
る
や

に
惟
は
れ
る
が
、
も
と
よ
り
そ
れ
は
断
定
の
限
り
で
は
無
い
。

(
註
四

)
p
s
z
Eは
出
=
r
P
R
}岡田
3
3
E
口
急
・
『
に
於
い
て
、
巧

3
2
E
Eロ
W
E
E
-
Z
白
科
撃
的
悲
経
務
論
に
野
し
で
、
そ
れ
が
柚
官
利
政
策

性
を
持
つ
が
故
に
科
墜
た
る
の
資
格
た
し
と
し
て
激
し
き
論
難
を
加
へ
た
。
其
の
批
評
は
崎
に
屡
h

説
か
れ
た
知
〈
、
主
こ
と
に
府
案
白
も
の

で
あ
ワ
た
。
し
か
し
、
き
な
き
だ
に
、
と
も
す
れ
ば
、
間
百
三
岳
『
め
な
る
名
桝
を
卑
賎
胡
せ
ん
と
ナ
る
傾
向
あ
り

L
常
時
に
於
で
、
そ
れ
が
摘

が
上
に
も
、
斯
事
の
裏
門
家
を
し
で
斯
撃
の
純
粋
鰐
験
科
感
性
を
叫
ぱ
め
し
た
一
動
悶
を
な
せ
る
跡
あ
る
を
窺
は
し
め
る
。

以
上
、
本
論
に
劃
す
る
は
し
が
き
た
る
限
に
於
て
、
経
替
粧
樫
風
千
の
準
問
的
性
質
に
閲
す
る
在
見
を
簡
単
に
一

言
し
に
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
封
す
る
是
正
を
乞
は
ん
が
矯
め
に
は
、
英
の
前
に
、
夏
ら
に
多
く
の
前
提
的
論
遁
を

要
す
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

即
ち
、
先
づ
在
は
こ
れ
に
劃
し
て
、
艇
梼
一
般
、
国
民
経
済
、
佃
別
艇
棒
、
経
餐
一
般
、
企
業
一
般
、
管
利
企

J931， l3etriebswi:rt.schaft.slehre， de:r Sit:bγ， OLjekt lInd Bet日 cbtungswεise
S. 14， S. 23 
9) 



業
、
費
用
補
償
企
業
、
家
計
、
科
串
、
研
究
調
象
、
認
識
目
的
、
理
論
科
皐
、
歴
史
科
畢
、
技
術
的
又
は
質
際
的

科
学
等
諸
多
の
概
念
に
閲
す
る
在
見
営
通
ぺ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
後
に
は
じ
め

τ、
斯
早
の
性
質
に
闘
す
る
在

見
の
営
否
が
批
判
を
受
く
べ
き
資
格
を
持
つ
に
至
る
で
あ
ら
う
。
併
し
、
便
宜
上
、
そ
れ
は
他
の
機
舎
に
譲
り
、

こ
こ
に
は
た
だ
、
前
謹
せ
る
所
伝
手
引
と
し
て
、
頭
書
の
題
目
を
少
し
く
論
じ
て
見
ゃ
う
と
思
ふ
。

腕
に
遁
べ
た
る
加
〈
、
経
替
経
擁
準
は
各
種
の
類
型
的
個
別
鮭
梼
を
研
究
の
封
象
と
な
し
、
こ
れ
に
就
い
て
、

夫
E
の
伽
別
経
擁
が
一
定
の
目
標
に
到
達
す
る
矯
め
に
と
乙
べ
き
、
最
も
趨
営
な
る
原
則
的
活
動
雄
容
含
究
極
的

の
認
識
目
的
と
す
る
一
科
串

t
あ
る
。
従
っ
て
.
そ
の
認
識
目
的
は
、
こ
れ
に
封
し
て
輿
件
的
に
設
定
せ
ら
る
ベ

き・央
E

切
一
定
日
棋
に
よ
っ
て
規
範
せ
ら
れ
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
く
m

ぞ
mw

一
定
目
概
mw
内
密
の
相
異
に
底

じ
て
、
認
識
目
的
の
内
容
も
亦
相
具
る
も
の
と
な
る
を
避
け
難
い
。
こ
こ
に
於
て
、
経
替
艦
梼
準
な
る
皐
聞
は
、

自
ら
、
相
互
に
濁
立
な
る
敷
個
の
部
門
に
分
立
す
る
こ
と
と
な
る
罪
で
あ
る
。
こ
れ
ら
敷
佃
の
相
分
立
す
る
、
替

利
企
業
の
一
極
管
鰹
梼
準
(
こ
れ
ば
又
言
語
の
一
慣
用
的
意
義
に
顧
み
て
、
商
工
鰹
轡
経
済
皐
と
も
呼
ば
れ
得
る
と
思

ふ
)
、
豊
用
補
償
企
業
の
鰹
笹
純
擁
凪
午
、
家
計
の
鮭
替
経
済
皐
等
1
の
経
替
鰹
済
単
に
遁
十
る
上
位
的
或
は
一
般

的
経
替
経
済
串
な
る
一
科
皐
成
立
の
論
理
的
可
能
如
何
に
就
い
て
は
、
こ
こ
に
言
及
し
な
い
。

上
通
せ
る
所
に
よ
っ
て
明
な
る
如
〈
、
何
を
以
て
、
各
個
の
類
型
的
個
別
鰹
済
の
到
達

H
棋
と
定
め
る
か
は
、

斯
畢
研
究
上
の
出
後
勤
で
あ
る
左
同
時
に
、
斯
畢
鰭
系
上
の
核
心
的
問
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
何
と
な
れ
ば
、

其
の
一
定
の
目
標
に
よ
っ
て
、
斯
拳
の
生
命
た
る
認
識
目
的
が
規
範
せ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

経
替
経
済
撃
に
於
砂
る
認
識
目
的
自
規
範
者

第
三
十
四
巻

一
五
七

第

鏡

一
五
士



経
盤
官
緩
静
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

在
は
簡
に
、
艦
替
極
海
畢
炉
、
数
個
の
相
互
に
濁
立
な
る
部
門
に
分
立
す
ぺ
き
所
以
を
遁
ぺ
に
。
こ
れ
に
よ
っ

畑
一
て
、
程
一
か
各
個
の
類
型
的
個
別
経
済
に
劃
し
て
、
夫
々
相
具
る
到
達
目
標
を
見
ん
と
す
る
意
闘
を
察
せ
ら
れ
た
で

第
三
十
四
巻

一
五
八

第
一
按

一
五
八

あ
ら
う
と
恩
ふ
。

経
替
鰹
梼
準
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者
と
し
て
の
、
こ
れ
ら
数
個
の
到
達
目
標
の
鱒
て
に
就
て
論
や
る
こ

と
は
、
今
ぞ
の
憐
悠
を
持
だ
ね
。
こ
こ
に
は
、
車
に
、
普
利
企
業
の
粧
替
経
掛
串
に
於
け
お
認
識
目
的
の
規
範
者

に
就
い
て
論
や
る
に
と
V

め
て
お
く
。

田町

在
は
、
経
替
経
済
皐
一
炉
、
其
の
本
質
の
異
る
各
種
の
類
型
的
個
別
経
済
を
夫
E
研
究
の
封
象
と
す
る
買
際
的
又

聞
は
技
術
的
科
皐
と
し
て
、
純
粋
経
験
科
率
と
し
て
の
理
論
的
及
び
歴
史
的
幽
民
経
栴
皐
と
は
別
個
の
科
準
で
あ
る

冒
と
解
し
、
従
っ
て
、
斯
準
の
内
容
に
封
し
て
先
天
的
に
輿
へ
ら
る
ぺ
き
一
定
の
目
標
の
決
定
が
、
斯
早
構
成
上
の

出
費
動
で
あ
り
、
核
心
で
あ
る
と
見
る
こ
と
を
前
述
し
た
。

か
〉
る
見
地
に
立
っ
て
、
管
利
企
業
の
経
後
経
済
率
又
は
商
工
程
修
口
軽
梼
皐
を
構
成
せ
ん
左
す
る
に
営
た
り
、

何
を
以
て
企
業
の
(
註
吾
到
達
す
べ
き
目
標
と
定
h
u

べ
き
で
あ
ら
う
か
。
こ
の
問
題
は
ま
こ
と
に
斯
皐
に
於
け
る

鱒
て
の
問
題
の
決
定
者
に
開
す
る
問
題
で
あ
り
、
換
言
す
れ
ば
斯
率
の
全
性
格
に
根
本
的
の
一
影
響
を
輿
へ
る
問
題

で
あ
る
。

(
註
五
)

割
払
は
企
業
を
分
け
で
瞥
利
企
業
と
費
用
稲
償
企
業
主
の
ニ
ワ
に
分
ヲ
。
従
ヲ
て
、
単
に
企
業
と
い
へ
ば
以
上
白
二
つ
を
含
む
上
位
栴
念



を
指
す
詳
で
あ
る
。
併
し
な
が
ら
本
文
に
問
題
と
せ
ら
れ
る
企
業
は
単
に
替
別
企
業
に
止
ま
る
か
ら
、
記
述
の
便
宜
上
、
以
下
、
接
利
企
業
と

い
ふ
べ
春
場
A
ロ
に
、
常
に
企
業
と
い
ふ
c
乞
ふ
諒
せ
よ
a

か
く
、
企
業
経
笹
経
済
阜
の
認
識
目
的
を
規
範
す
る
、
企
業
活
動
上
の
目
標
た
る
も
の
が
何
等
か
の
寵
済
的
利

盆
を
内
容
と
す
べ
き
も
の
た
る
こ
と
は
疑
が
無
い
。

そ、

一
企
業
活
動
が
如
何
な
る
利
害
関
係
面
に
鯛
接
し
て
ゐ
る
か
を
考
察
す
る
に
、
ぞ
れ
に
は
お
よ

つ
ぎ
の
一
ニ
つ
の
も
の
が
考
へ
ら
れ
る
で
あ
ら
う
。

そ
こ
で
、

A
1
、

第
一
は
、

一
企
業
が
包
括
さ
れ
て
ゐ
る
世
舎
全
般
の
利
害
関
係
で
あ
り
、
第
二
は
、
営
該
企
業
仁
罰
し
て
、
何

E
r
n
z
t虻
う

ι
ロ
ふ
当
局
系
こ

K
C
S
K
l
、
問
が
ら
主
、
時
効
普
'
思
C

D
司
H
K
3

組
系
で
ち
り
、
彰
三
ま
、

在一

7
1
而
H
ゃ
f

/

U

P
お山

14a阿
H
f小
ι
v
J
M
一

u

d

ノ

t
L

寸

J
;
z
m
t
イ
香
川
町

L
ヨ
川

'J
，c
u
h
r
d
l
v
t

点

S
:
;町

匙
乃
JKE
震
を
砦

温一

'
t
J
J
〆

4
A
S

h
u
人
格
、

即
ち
企
業
主
轄
の
利
害
関
係
で
あ
る
。

経
管
経
済
皐
者
は
、
こ
れ
ら
三
つ
の
利
害
関
係
面
の
い
づ
れ
の
立
場
に
立
っ
て
、
企
業
活
動
の
態
容
を
観
察
す

べ
き
も
の
で
あ
ら
う
か
。
そ
の
い
づ
れ
の
立
場
に
立
つ
か
の
相
異
に
従
っ
て
、
同
一
の
封
象
に
つ
い
て
研
究
し
な

が
ら
、
斯
串
の
認
識
目
的
は
、
自
ら
異
る
も
の
と
な
る
で
あ
ら
う
。
ま
こ
と
に
、
右
の
コ
一
つ
の
立
場
か
ら
、
其
の

い
づ
れ
を
蓮
ぶ
か
は
斯
拳
の
全
性
格
を
決
定
す
る
問
題
で
あ
る
と
い
へ
る
。

一一

既
に
通
べ
た
如
く
、

ωnrsp-25岳
は
夙
に
、
技
術
論
ま
た
は
臆
用
科
撃
と
し
て
の
鮭
管
経
済
皐
を
主
張
し

に
も
の
で
あ
る
が
、
其
の
潟
め
に
彼
一
か
選
ぶ
所
の
指
導
的
目
標
は
先
に
奉
げ
に
、
第
一
の
協
同
粧
櫨
倒
的
利
盆
で
あ

経
笹
経
済
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
自
一
規
範
者

第

披

一
豆
九

第
三
十
四
巻

一
五
九

Siebe了， a. a. O. S. 9'7 
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於
け
る

~l 
識
目
的
の

規
範
者

第

披

ノ、

O 

第
二
-
十
四
巻

一
六

O

『
著
者
の
属
す
る
傾
向
の
鰹
替
経
済
畢
者
に
劃
し
て
、
経
済
的
経
替
が
本
来
興
味
を
奥
へ
る
の

は
、
た

r、
ぞ
れ
が
協
同
経
済
の
機
闘
(
江
口
。
『

m
E
己
叩
『
の
2
同
町
一
口
三
三
月
一
日
沖
)
と
し
て
で
あ
る
。

普
利
設
備
と
し
て
の
経
替
は
彼
の
心
を
提
へ
な
い
。
正
に
、
此
の
理
由
か
ら
、
彼
は
、

在
鰹
梼
的
な

い
つ
ま
で
も
斯
串
を
在
鑑

持
論

(
p
-
E
Z一号円
r
g
r
r
T巾
)
と
呼
ん
で
ゐ
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
。
業
の
名
稿
は
、
全
〈
、
彼
の
見
解
に
矛

盾
し
て
い
た
と
い
へ
る
。
此
の
傾
向
の
経
営
経
済
皐
者
は
、
心
安
ら
か
に
、
自
分
を
岡
家
粧
際
的
平
者
百
円

Z
H
E
E
E

国
内
『
白
河
一
巾
寸
)
だ
と
戚
り
て
ゐ
る
o
」
而
し
七
、
経
管
経
済
出
向
十
に
つ
い
て
の
此
の
見
解
は
決
し
て
新
ら
し
き
も
の
で
は

-
-
b
 

w
d
〈

-
d
 

ぐ
れ
は

1
.
粧
僻
粧
掛
刷
の
方
自
公
机
つ
わ
い
官
民
凱
午
4

引
の
見
解
で
ふ
ノ
る
と
述
べ
て
ゐ
る
。

更
に
ま
た
い
ふ

『
か
く
て
、
何
人
か
が
、

牧
入
或
は
財
産
を
牧
得
す
る
や
、

又
は
如
何
に
し
て
そ
れ
を
す
る
か
を
見
る
こ
と
は
吾
が

経
盤
官
経
構
皐
の
精
神
で
は
な
い
。
五
日
人
の
準
の
精
神
は
、

た
だ
、
如
何
に
し
て
、
旦
つ
如
何
な
る
方
法
で
、
経
営

2
2
出向門『
W
V
)

が
協
同
経
済
的
生
産
性
を
一
不
す
か
を
研
究
す
る
こ
と
に
あ
る
の
で
あ
る
c』

経
雌
官
経
捧
曲
学
に
劃
す
る
か
か
る
協
同
経
済
的
見
解
は
又

F
-
Z円
の
期
皐
に
於
け
る
曲
学
的
基
調
を
な
す
も
の
で
あ

る
炉
、
伊
吉
岡
山

-gEn--
の
言
設
は
殊
に
強
〈
塵
界
に
共
鳴
を
呼
ぴ
、
協
同
経
樺
的
皐
一
ほ
と
色
い
い
得
べ
き
も
の

の
後
展
ヤ
見
る
に
歪
り
、
彼
等
は
自
ら
、
所
謂
在
経
梼
的
傾
向
に
劃
し
て
、
意
識
的
に
、
封
立
的
地
位
に
あ
る
と

考
へ
て
ゐ
る
。

か
く
の
如
〈
、
∞
口
]
】
ヨ
白
一

2
5与
が
経
笹
経
済
風
干
の
指
導
的
目
標
と
し
て
選
ぷ
と
こ
ろ
の
協
同
経
済
的
生
産
性

(
m
2
出巾山口竺ユ叩円

E
「
け
一
一
円
}
回
目
可
さ
を
一
弘
一
〈
一
円
と
な
る
も
の
は
、

抑
も
具
躍
的
に
把
握
し
得
る
も
の
で
あ
戸
ら
う
か
。
も
つ

Schmalenbach， Dynamische Bilanz， 4. Anfl.，叩26，S. 94. ff. 
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と
-
也
、
彼
自
ら
は
か
か
る
見
解
を
以
て
、
絶
調
的
の
も
の
と
は
考
へ
て
ゐ
な
い
。
す
な
は
ち
、
い
ふ
。

梼
皐
の
精
神
に
つ
い
て
の
此
の
見
解
は
正
営
な
も
の
と
し
て
謹
明
し
得
る
も
の
で
は
な
い
。
他
の
人
が
、
斯
皐
を

別
様
に
解
せ
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
彼
は
ま
た
同
等
の
樺
利
を
以
て
か
く
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
ぞ
は

内
部
的
必
至
の
問
題
に
外
な
ら
ぬ
。
』
と
。
し
か
し
な
が
ら
、
自
ら
、
採
つ
で
経
管
経
梼
皐
の
指
導
的
目
標
と
な
す

以
上
は
、
そ
の
協
同
経
済
的
生
産
性
の
概
念
は
具
健
的
に
其
の
内
容
営
把
握
し
う
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

そ
は
企
業
の
活
動
態
容
に
劃
す
る
批
判
の
基
準
に
る
資
格
を
有
せ
ぬ
も
の
で
め
る
。

『
鰹
替
経

然
ら
ぎ
れ
ば
、

然
る
に
、

山
門

r自
己

2
5
n
r
ま
、
ヨ
ら
、

そ
乃
戸
司
祭
と
し
て
探
仇
る
富
司
監
斉
均
主
華
全

V
E径
九
ふ
る
、

書
院
均
也
娃
ヤ
ι
受

げ
う
べ
き
こ
と
に
つ
い
て
明
白
な
る
疑
を
抱
い
て
い
る
。

か
く
て
、

j
J

、-也、

LH
、

'
'
u
v
u
p
h
v
d
 

『
そ
こ
で
、
吾
ー
は
女
の
如

き
見
地
に
立
つ
。
在
経
済
的
利
盆
な
る
も
の
は
究
極
に
於
て
、
本
来
、
吾
E
の
測
定
せ
ん
と
欲
す
る
所
の
も
の
で

は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
在
経
済
的
利
盆
の
み
が
、
必
要
な
る
確
貫
性
と
計
算
者
の
善
意
と
を
確
保
し
得
る
こ

と
を
知
っ
て
、
こ
れ
を
計
算
の
目
標
と
し
て
採
る
の
で
あ
る
。
』

か
く
て
、
伎
が
、
最
初
に
在
経
済
的
利
盆
を
峻
桓
し
て
、
協
同
経
済
的
生
産
性
を
高
調
し
な
が
ら
、
後
に
経
砦

経
済
皐
の
内
容
的
取
扱
上
、
在
経
済
的
利
盆
を
目
標
と
す
る
に
至
れ
る
は
甚
し
き
撞
著
と
い
は
ね
ば
な
ら
ぬ
が
、

彼
に
於
て
は
、
か
か
る
雨
者
の
妥
協
が
、
決
し
て
矛
盾
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ
な
い
。
粧
岨
官
経
済
皐
は
、
企
業
主
瞳
の

地
位
に
立
つ
こ
と
な
く
、
企
業
が
、
協
同
経
済
内
に
於
け
る
業
の
職
能
を
最
も
よ
く
完
う
し
得
ん
が
潟
め
に
は
、

如
何
な
る
態
容
に
於
て
活
動
す
べ
き
ゃ
を
示
す
べ
き
も
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
彼
が
、
右
の
如
〈
、
翻
っ
て
.
在

経
雌
官
経
務
事
に
於
け
る
認
識
目
的
白
一
規
範
者

第
三
十
四
巻

一六

第

披

一
六

Scnmalenbach， a. a. O. S. 95 4) 



経
替
経
済
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

第

君主

ム

ノ、

一
六

経
済
的
利
盆
を
章
一
規
し
て
怪
ま

F
る
は
何
故
で
あ
る
か
。

彼
は
い
ふ
。

「
か
く
て
も
な
ほ
、
吾
1
は
一
見
然
る
が
如
〈
.
矛
盾
に
陥
っ
て
ゐ
る
も
の
で
は
な
い
。
此
の
慮

置
を
充
分
に
首
尾
一
貫
せ
る
も
の
と
し
て
示
す
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
と
い
ふ
の
は
、
園
民
経
済
が
一
日
一
、

私
経
路
的
原
則
の
上
に
建
設
さ
れ
、
ぞ
れ
と
同
時
に
、
根
抵
に
於
て
、
在
経
済
的
効
用
は
と
も
か
く
も
協
同
経
済

的
踊
一
肱
と
一
致
す
る
と
の
原
則
が
恨
定
き
れ
て
ゐ
る
以
上
は
、
此
の
偲
定
ぞ
ば
亦
.
評
慣
過
程
上
に
も
構
張
す
る

こ
と
は
、
首
尼
一
貫
せ
る
こ
止
で
め
っ
て
、
こ
れ
に
よ
っ
て
矛
盾
に
陥
る
こ

t
に
は
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
決
し

ザ
L

U

A

吾
1
い
か
此
の
前
提
の
服
、
れ
や
す
き
こ
と
を
信
ぜ

5
4心
意
時
で
は
な
レ
。
し
か
し
、
吾
ー
が
前
提
を
創

4む
の
で

は
な
〈
、
経
済
的
組
織
の
状
態
一
炉
、
準
縄
と
し
て
こ
れ
を
、
吾
1
に
奥
へ
て
ゐ
が
。
』

か
〈
の
如
〈
、

F
F
Bと
g
g円
一
回
は
、
現
代
の
赴
命
日
経
済
組
織
の
原
則
の
中
に
、
前
越
の
如
き
自
家
撞
著
的
の

言
設
に
罰
す
る
、
理
明
の
根
壊
を
求
め
ん
と
努
め
て
ゐ
る
。

嘗
っ
て
、

ω
q
F
Z
は

F
E円
に
始
ま
り
、
殊
に

F
E
E
B
E岳
に
よ
っ
て
、
経
替
経
済
拳
の
協
同
経
掛
的

目
標
が
前
記
の
如
く
明
白
に
表
式
化
さ
れ
た
こ
と
を
以
て
、
更
生
の
個
別
経
梼
皐
が
、

r
g
q以
来
二
世
紀
宇
の

久
し
き
に
互
っ
て
、
私
経
済
的
利
盆
を
目
標
と
し
て
来
た
取
引
間
学
士
宮

ET=号三
5
=印門
FP)
に
費
し
て
、
決
定

的
な
挟
別
を
奥
へ
た
も
の
で
ゐ
る
と
な
し
、
更
に
、
奮
在
経
済
由
学
者
一
か
、
か
く
の
如
〈
在
経
済
的
利
盆
と
柊
始
し

得
た
の
は
、
彼
等
が
、
重
商
主
義
の
地
盤
に
生
育
し
た
、
在
粧
潜
的
利
盆
と
協
同
鰹
済
的
利
益
と
が
同
一
の
も
の

で
あ
る
と
見
る
観
念
か
ら
出
脅
し
た
混
で
あ
る
と
唱
へ
た
6

。
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所
謂
更
生
花
経
済
畢
の
先
輩
皐
者
た
る
沼
口

]EPFzg岳
が
右
の
如

p¥
結
局
に
於
て
、
在
震
構
的
利
益
と
協

同
経
済
的
利
益
と
の
一
致
を
根
本
的
前
提
と
し
て
ゐ
る
の
に
、
切
目
可
岳
町
『
門
が
奮
私
経
済
拳
と
近
代
在
経
済
臨
時
守
と
の

匡
別
を
ぱ
葉
の
目
標
に
お
け
石
本
質
的
巨
別
の
中
に
見
ん
と
す
る
の
は
齢
h
J
に
軽
卒
な
断
定
で
は
あ
る
ま
い
か
。

ひ
と
り

ω
q
F
2
の
み
な
ら
示
、
多
〈
の
後
進
経
笹
口
経
済
皐
者
が
、
所
謂
協
同
経
済
主
義
に
追
随
し
て
ゐ
る
の

は、

ω
n
F
E日一
g
g
n
F
の
謂
ふ
協
同
粧
済
的
生
産
性
な
る
も
の
に
つ
い
て
深
き
省
容
を
加
へ
る
こ
と
な
〈
、
こ
れ
を

以
て
、
既
に
何
等
か
自
明
的
の
も
の
と
し
て
考
へ
て
ゐ
る
潟
め
で
は
な
い
か
と
思
は
れ
る
。
も
と
よ
り
協
岡
粧
梼

的
生
産
性
な
る
語
が
在
粧
梼
的
利
益
な
る
語
よ
り
、
韓
、
唐
倍
も
す
べ
て
の
人
に
甘
美
の
響
を
輿
へ
る
こ
と
は
い
ふ

ま
で
も
な
い
o
m
与
三
巴

2
Z与
自
ら
に
於
て
、
其
の
窪
揮
が
戚
情
に
基
げ
る
こ
と
は
、
彼
が
目
標
の
決
定
を
以
て

客
観
的
に
読
明
し
得
、
ざ
る
内
部
的
必
至
の
事
務
と
し
て
ゐ
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。

d
b
L
]
ト
?
り
、

一
在
人
と
し
て
、
企
業
活
動
の
目
標
を
い
づ
れ
に
お
か
ん
と
す
る
か
は
各
人
の
内
部
的
必
至
宮
山
田

-

L
え
位
向
沼
寸

ふ
寸
J

b淵
V
4
t
n
l

5
5
n
M内
口
印
印
叩
口
)
の
事
務
と
し
て
各
人
の
自
由
に
任
さ
れ
て
め
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者
と
し
て
の
目
標
を
定
め
る
場
合
に
は
、
業
の
目
標
と
な
さ
れ
る
も
の
が
、
普
遍

的

ι且
つ
具
瞳
的
に
其
の
内
容
を
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
前
越
せ
る
如
〈
で
あ
る
。
所
調
、
協
同
経
糖
皐

訴
の
人
ー
に
よ
っ
て
、
協
同
経
済
の
利
盆
な
る
も
の
が
抑
も
何
を
意
味
す
る
か
に
就
て
、
何
蕗
に
も
明
瞭
な
解
明

を
奥
へ
ら
れ
て
か
ら
ぬ
こ
と
は
.
ま
こ
と
に
遺
憾
な
こ
を
で
あ
る
。

抑
も
、
協
同
経
済
的
生
産
性
及
び
こ
れ
に
よ
っ
て
自
ら
葉
の
貫
現
の
程
度
を
知
ら
る
べ
き
協
同
経
梼
の
利
盆
な

経
轡
経
済
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
谷

第

披

一
六

ー
ム
/、

Schmalenbacb， a. a. O. S・<)47) 



経
此
百
経
楠
押
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
一
一
一
十
四
巻

一
六
回

第
一
務

一
六
四

る
色
の
は
、
か
く
何
等
の
解
明
な
く
し
て
直
ち
に
目
標
と
せ
ら
る
べ
き
程
自
明
な
も
の
で
あ
ら
う
か
。

ひ
と
た
び
こ
の
疑
問
を
抱
け
る
志
の
は
、
必
宇
た
だ
な
に
、
か
の
由
来
遠
き
、
園
民
経
済
率
上
の
方
法
論
的
根

本
問
題
に
想
到
す
る
で
め
ら
う
。
如
何
に
古
る
く
か
ら
、
此
の
問
題
を
繰
っ
て
、
激
し
き
守
が
国
民
経
梼
皐
の
内

部
に
於
て
闘
は
れ
て
来
た
か
は
何
人
も
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
ま
こ
左
に
、
協
同
経
済
的
生
産
性
乃
至
は
其
の
基

礎
概
念
た
る
協
同
艦
梼
の
目
的
な
る
も
の
は
圃
民
艦
梼
皐
の
内
に
於
て
最
色
激
し
く
宰
は
れ
、
且
つ
最
も
見
解
の

一
致
せ

y
hし
根
本
問
題
の
一
で
あ
る
。
見
よ
、
古
〈
は
重
商
主
義
、
重
農
主
義
、
自
由
主
義
革
仮
よ
り
、
倫
理

4
1
義
的
平
副
主
拙
即
日
配
管
主
議
等
部
噌
佐
緋
て
刺
却
民
一
刑
制
斗
1
3郡
山
部
部
じ
虫
り
ー
到
じ
叫
叫
ん
で
川
、
羽
u
h
じ
が
り

る
所
調
排
評
債
主
義
拳
波
と
浪
漫
主
義
皐
振
と
の
劃
立
に
至
る
ま
で
の
諸
多
の
経
済
嵐
字
詰
の
分
裂
は
、
買
に
、
此

の
問
題
に
就
い
て
の
見
解
の
相
異
か
ら
生
れ
出
た
と
も
い
は
れ
得
べ
き
理
由
を
否
認
し
得
ざ
る
衣
第
で
は
な
い

か
。
此
の
問
題
に
就
い
て
の
諸
皐
振
の
見
解
を
詳
し
く
考
へ
て
見
る
こ
左
は
、
今
こ
こ
に
業
の
飴
悠
を
持
た
泊
。

こ
こ
に
は
た
だ
、
比
の
問
題
に
就
い
て
の
最
も
遁
営
な
る
奉
考
書
と
し
て
司
・
を

E
L巾
『
一
一
与
が
此
の
問
題
に
つ
い

で
著
は
せ
る
一
番
が
指
摘
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。

か
く
の
却
〈
、
協
同
経
梼
的
生
産
性
乃
至
は
協
同
経
海
の
目
的
、
従
っ
て
又
利
益
の
概
念
は
経
済
皐
上
、
未
だ

何
等
の
普
遍
、
確
定
的
の
定
義
を
輿
へ
ら
れ
て
お
ら
ぬ
も
の
で
あ
る
。
経
品
目
経
済
皐
上
の
所
調
協
同
主
義
間
半
慌
が

又
こ
れ
に
つ
い
て
、
何
等
満
足
な
る
解
明
を
輿
ふ
べ
き
努
力
を
掛
っ
て
ゐ
ぬ
こ
左
既
に
過
ぺ
た
所
で
あ
る
。
か
か

る
暖
昧
、
不
明
確
の
概
念
を
執
っ
て
技
術
的
科
皐
た
る
経
替
経
済
同
宇
の
指
道
的
目
標
た
ら
し
め
る
こ
と
の
妥
営
均

Produktivitat， Jena， 1926. 8) 



何
は
最
早
、
問
題
に
な
ら
ぬ
と
思
ふ
。
か
く
い
へ
ば
と
て
、
佃
E
の
企
業
活
動
の
指
導
者
が
其
の
企
業
活
動
の
態

容
を
し
て
、
な
る
べ
く
一
砿
舎
一
一
般
の
利
盆
に
適
合
す
る
も
の
た
ら
し
め
ん
正
す
る
内
部
的
情
操
の
欲
求
を
拒
け
、

又
は
其
の
勘
奨
を
無
意
義
な
り
と
す
る
の
で
は
な
い
。
た
だ
、
亙
確
な
る
科
撃
と
し
で
の
粧
替
経
櫨
倒
壊
の
目
標
と

し
て
、
か
く
の
如
き
暖
昧
な
る
概
念
を
執
る
こ
と
の
妥
営
を
疑
ふ
と
い
ふ
に
と
ど
ま
る
。

そ
こ
で
、
右
の
如
〈
国
民
経
済
串
上
争
は
れ
て
来
た
問
題
に
つ
い
て
一
言
私
見
を
遁
ぺ
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。

私
は
、
荷
も
現
質
的
な
協
同
鰹
梼
的
利
盆
乃
至
は
目
的
が
考
へ
ら
れ
ん
が
矯
め
に
は
、
業
の
前
提
と
し
て
、
統
一

的
に
経
済
的
利
害
の
附
着
す
る
主
瞳
と
し
て
の
、
完
き
協
同
鰹
樺
世
曾
日
制
度
的
に
賓
現
し
て
ゐ
な
け
れ
ば
な
ら

k
j
H刈
J

カ
ぬ
と
日
h
u
m
-
鰐
和
一
制
1

[
吋

L
U
部
舶
が
じ
銅
山
投
U
4
A
J
相
む
と
仰
M
P
制
刑
制
一
カ
必
裂
[
V
L
桝
苦
」
」
J
q
z
h

現
買
の
在
経
済
制
度
の
麗
草
に
よ
っ
て
、
始
め
て
賓
現
し
得
べ
き
所
で
め
る
。
現
買
の
協
同
経
済
的
利
益
色
亦
随

っ
て
生
れ
る
で
あ
ら
う
。
現
質
せ
r
d

る
協
同
経
済
的
利
盆
に
闘
す
る
見
解
は
車
に
論
者
の
小
主
観
に
止
る
べ
〈
、

普
遍
妥
営
的
な
る
客
観
的
定
義
の
興
へ
ら
れ

5
る
は
寧
ろ
営
然
で
は
な
か
ら
う
か
。

協
同
経
済
主
義
塾
涙
の
見
解
に
つ
い
て
は
、
な
ほ
問
題
が
残
る
。
ぞ
れ
は
、
彼
等
に
よ
っ
て
、
多
少
、
手
法
上

の
相
具
は
あ
れ
、
原
則
的
に
ひ
と
し
く
認
め
ら
れ
て
ゐ
る
所
の
、
企
業
と
協
同
経
慣
と
の
利
益
が
一
致
す
る
と
の

~観
謹 7含:
ベで
てあ
ゐる
る o
。りげ〕
rコ
r 
B 
日

目

ロ
0"' 
p' 
rコ

bn-
緯
る
人
ー
の
み
な
ら
争
、

F
E広
三
準
振
の
∞
円
]
百
一
色
円
も
亦
明
に
此
の
考

か
〈
の
加
さ
、
一
公
私
利
害
の
一
致
を
見
る
見
解
は
正
統
鰹
梼
串
源
以
来
、
久
し
く
自
由
主
義
的
、
楽
観
主
義
的

相
腔
笹
経
潜
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
白
一
規
範
者

第
三
十
四
巻

一
穴
五

一
六
五

第

披

日) VogeJ， Ha叩 tproblemeder tl:即reti:schen可olkswidschaftslehrenuf 鼠oz'inlorga-
ni scher Grundlae:e S. 16. 
Schmidt， ()rganIsche TageswertbiJanz，:;・ AufuJ.，1929， S. 8.百，10) 



経
替
経
済
事
に
於
げ
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

第

披

占ノ、
ー』

ノ、

一
六
六

傾
向
の
人
ー
に
よ
っ
て
執
ら
れ
て
来
だ
所
で
あ
り
、
而
し
て
又
、
こ
れ
に
封
し
て
、
激
し
き
論
難
の
加
へ
ら
れ
て

る
・
も
の
だ
と
す
る
薄
明
的
論
理
は
、

客
観
的
承
認
を
要
請
し
f号
〆丈.

き
費
格
な
き
議
論
と

は
ね
は?
な

ら
ぬ
O 

H. Honegger， Volkswirtschaftiche System， der Geg叩 wart.1925. S. 6.'1参照

来
た
こ
と
も
夏
め
て
い
ふ
を
侯
だ
ね
。
在
は
ん
1

こ
れ
ら
の
論
難
を
省
み
ゃ
う
と
す
る
の
で
は
な
い
。
腕
に
現
質
的

な
協
同
経
済
的
の
利
害
の
な
き
所
に
於
て
は
、
か
か
る
論
争
は
動
も
す
れ
ば
恋
意
的
に
流
れ
易
い
で
あ
ら
う
。
し

か
し
乍
ら
般
に
、
多
く
の
諸
家
に
よ
っ
て
、
抽
象
的
に
規
定
せ
ら
れ
た
種
ー
な
る
協
同
的
利
盆
の
概
念
を
以
て
異

に
同
官
官
な
る
も
の
と
し
て
も
、
ぞ
れ
と
各
個
金
業
の
利
盆
と
の
一
致
に
就
て
は
、
慨
に
一
腰
E
傾
聴
す
べ
き
論
難
の

加
へ
ら
れ
た
の
を
知
る
の
み
な
ら
子
、
又
業
の
論
難
を
説
明
す
べ
き
多
〈
の
事
賢
が
現
今
の
一
位
命
日
に
於
て
も
日
常
、

吾
ー
の
耳
目
い
い
鮒
れ

τ
わ
る
こ
と
は
例
入
も
劃
め
石
断
で
み
ら
う
。
誌
に
m

一
一
世
舎
に
加
け
る
多
く
の
個
別
経
酒

聞
の
利
害
を
調
和
す
る
こ
L
」
が
枇
舎
政
策
の
重
要
な
任
務
と
な
る
所
以
が
存
す
る
。
而
し
て
、
そ
れ
は
現
代
の
経

済
組
織
の
下
に
於
て
は
協
同
経
済
的
利
益
以
上
の
結
劃
的
債
値
の
要
求
か
ら
起
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

か
く
、
企
業
の
在
経
済
的
利
益
と
協
同
駆
癖
的
利
益
と
の
一
致
に
就
い
て
阻
慌
の
存
す
る
以
上
、

F
r自
己

2
5岳

の
却
〈
具
瞳
的
取
扱
上
に
在
経
済
的
利
盆
を
以
て
目
標
と
し
な
が
ら
、
こ
れ
即
ち
協
同
経
済
的
利
盆
を
目
標
と
す

何
等
、

以
上
論
じ
て
来
た
加
〈
、
所
調
協
同
経
済
的
利
盆
な
る
も
の
が
、
主
(
の
概
念
内
容
に
於
て
不
明
確
な
る
こ
と
、

及
び
、
こ
れ
と
私
経
済
的
利
益
と
の
一
致
に
就
い
て
、
疑
の
存
す
る
も
の
あ
り
と
の
理
由
か
ら
、
在
は
技
術
的
科

準
と
し
て
の
商
工
程
砦
経
樺
皐
炉
、
と
れ
を
以
て
、
其
の
認
識
目
的
の
規
範
者
と
す
る
こ
と
は
安
営
で
な
い
と
思

ふ
の
で
あ
る
。



ーー一

慨
に
前
節
に
於
て
論
じ
た
所
か
ら
、
所
謂
協
同
経
済
的
利
盆
な
る
も
の
が
、
企
業
の
経
替
経
済
事
に
於
げ
る
指

導
的
目
標
と
し
て
の
資
格
に
つ
い
て
其
の
妥
営
を
疑
は
れ
る
な
ら
ば
、
究
ぎ
に
は
一
歩
退
い
て
、
吾
互
の
視
野
を

縮
少
し
ゃ
う
。

戸
内

}=52戸
は
い
ふ
。
『
経
替
の
目
的
と
い
ふ
こ
と
に
つ
い
て
は
、
経
営
の
協
同
経
済
的
或
は
全
瞳
経
掛
的
目
的

と
、
業
の
佃
別
経
済
的
目
的
と
全
国
別
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
協
同
経
梼
的
立
場
か
ら
は
、
経
替
の
目
的
は
常
じ
生
産

印
tJ
財
貨
の
生
産
或
は
用
役
の
準
備
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
何
等
か
の
方
法
で
一
般
の
欲
望
満
足
に
役
立
つ
も
の

で
あ
名
。
佃
別
軽
焼
的
立
場
か
ら
は
其
の
任
務
は
、
牧
盆
を
得
ん
a
と
し
て
努
力
す
る
所
に
あ
る
。
そ
の
肱
盆
は
、

経
済
主
瞳
、
卸
ち
経
替
に
何
等
か
の
方
法
で
利
害
関
係
ぞ
持
つ
人
E
の
仲
間
(
材
料
商
人
、
融
労
働
者
及
び
使
用
職

員
、
資
本
提
供
者
、
経
管
指
導
者
等
1
)

に
所
得
と
し
て
役
立
つ
も
の
で
あ
る
』
。

翫
に
、
協
同
粧
掛
的
利
盆
を
ぱ
企
業
の
粧
棲
経
済
事
に
於
け
る
指
導
目
標
と
し
て
却
け
た
五
口
I
は
、
こ
こ
に
、

r
r
B
E
=
の
説
〈
が
如
き
企
業
関
係
者
一
般
の
利
盆
を
、

経
替
経
済
血
干
の
目
標
と
し
て
採
る
べ
き
も
の
で
あ
ら

う
か

o
r
r
s
gロ
の
こ
こ
に
奉
げ
に
企
業
関
係
者
の
一
群
中
よ
り
、
材
料
及
び
外
来
的
用
役
並
に
信
用
資
本
の

供
給
者
を
除
け
る
意
味
に
於
て
呂
nzunF
の
見
解
は
此
の
設
聞
を
肯
定
的
に
解
答
し
て
ゐ
る
。

呂
n
r
F
n
y
の
経
替
経
樺
拳
，
か
其
の
本
質
に
於
て
技
術
的
科
皐
な
る
こ
と
は
同
氏
の
宅
一
『

Z
E
E
S
F
Z
m
E
m
a

F
B
及
び
葉
の
改
版
な
る
豆
町
出
町
内
ユ
m
Z
三
E
n
E
P
(同・
2
・
N

己
主
E
5
m
)
の
内
容
金
正
覗
す
る
も
の
の
疑
を
容

経
替
経
油
開
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
自
規
範
者

第
一
一
一
十
四
巻

一
六
七

一
六
七

第

覇軍

Leh皿ann，Allgemeine :BetriebswirtschaJ:tsl白hre，s. 3'7 



経
帥
官
経
湾
宰
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
一
瞬

一
六
八

一
六
八

れ
符
，
さ
る
所
で
あ
る
の
み
な
ら
や
、
近
く
は
彼
自
身
、
亦
こ
れ
を
明
言
す
る
所
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は

動
も
す
れ
ば
斯
畢
の
皐
問
的
性
質
に
開
す
る
彼
自
身
の
言
設
、
殊
に
J

司
王
将
『
与
一

-
n
r
F
E内
E
m宮
内
の
序
文
の

第
三
十
四
巻

場
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
周
知
の
言
葉
子

σ
g
仏
日
〈
。

-rz一円
z
z
r
E
]『町田
EH門
}
百
三
日
庄
内
出
向
門
同
庁

E
E込山
n
F白
骨
印
』

rz・
巾
等
に
設
ま
ら
れ
て
、
軽
率
な
誤
解
に
陥
り
易
き
所
で
あ
る
か
ら
、
特
に
注
意
を
要
す
る
で
あ
ら
う
。

然
ら
ぱ
、
技
術
的
科
挙
と
し
て
の
彼
の
樫
替
経
済
準
に
於
け
る
規
範
的
目
標
は
何
で
あ
る
か
。

を-『丹田円宮『己一円
F
Z
F
極
海
性
の
概
念
で
あ
る
。

ぞ
れ
は
所
謂

7
'
:
f
、

4
4
h
L
L
γ
:
f
，
〉
ヂ
丘
且
・
若
干
巴
事
官
司
会
、
ノ
ヰ

E
h
v
J
J
F
T
3
2
I
6一
崎

'

/

一

、

仁

ご

寸

ト

d
M
C
3
5
c
h
h
カ
羽
市
北
出
継
い
初
日
目
1
d
品
川
山
川

wmwHcrーと
[

1

ど
を
与
官
』

i
!
'
J
a
i
-
F
i
-
-
』
・
・
?
と
・
;
ー
、
1

1

1

工、九
J
成
計

益
課
目
b
H神
力
引
が
バ
つ
邸
前
世
ト
が
七
Z

J

J

/

侠
-44

の
一
般
的
利
盆
を
と
っ
て
、

企
業
の
資
本
政
盆
性
を
却
け
る
、

と
す
る
の
立
言
を
明
に
し
、

併
せ
て
、

こ
れ
を
批

評
せ
ん
が
矯
め
に
は
自
ら
、
彼
に
於
け
る
、
こ
の
鰹
梼
性
の
概
念
が
如
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
ね
ば
な
ら

Hユ。
彼
は
い
ふ
。
『
・
:
経
済
性
老
『

Z
E
E
n
r
r町
一
円
と
は
経
管
経
済
的
生
産
過
程
に
於
い
て
形
成
及
び
維
持
の
法
則

が
支
配
し
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
ぞ
れ
〈
経
沸
性
)
に
謝
し
て
は
慣
値
産
出
の
最
高
可
能
性
が
尺
度
で
あ
る
。
』
換
言
す

れ
ば
、
企
業
内
に
於
て
最
高
の
債
値
産
出
の
可
能
性
が
後
揮
さ
れ
て
ゐ
る
場
合
に
、
最
も
よ
く
経
緯
白
粧
梼
的
生
産

過
程
に
於
い
て
形
成
及
び
維
持
の
濡
め
の
法
則
が
支
配
し
て
ゐ
る
の
で
あ
り
、
即
ち
最
大
の
経
済
性
が
賓
現
し
て

ゐ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。

こ
れ
に
よ
っ
て
見
れ
ば
、

企
業
に
於
て
創
り
出
さ
れ
る
債
値
、

郎
ち
彼
の
所
謂
鰹
傍
成
果
或
は
鰹
替
牧
盆
な

Die Betriebswirtschaft. 19"9. s. 32. 
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所
謂
粧
管
肱
盆

(
国
立
『
一
号
2
2
5
m
)
な
る
も
の
は
粧
砦
肱
入
(
ロ
π
E
n
E己目
Z
E
E
-
η
)
か
ら
諸
費
用
を
差
し
引
け
る
も
の
に
営
る
。
而

る
も
の
が
経
済
性
の
概
念
に
於
て
甚

r重
要
な
地
位
を
占
め
て
ゐ
る
こ
と
が
判
る
で
あ
ら
う
。

し
て
、
こ
こ
に
諸
費
用
と
い
ふ
は
原
料
、
助
成
材
料
及
び
設
備
消
耗
の
債
値
並
に
他
の
企
業
か
ら
給
付
さ
れ
た
用

役
(
仏
百
ピ
E
5
m
g
E仏
R
R
山
内

F
U
S
E£
2
F
E岳
町
)
の
債
値
の
貨
幣
的
表
現
を
意
味
し
て
ゐ
が
。
き
れ
ば
、

彼
に
於
け
る
費
用
の
概
念
中
に
は
、
通
常
の
費
用
概
念
に
於
て
考
へ
ら
れ
る
が
加
〈
、

勢
賃
及
び
給
料
並
び
に
外

来
資
本
仁
劃
す
る
利
子

内山{}一

cc
セ
合
ま

企
庁
『
向
洋
何
回
同
円
三
百
円
戸
一
己
与
の

m-z一
円
町
三
丘
町

N
r戸
田
町
ロ

『
E
「
内
}
日
山
『
門
町
回
出
円
}
凸

Q

コC
D
〕
、

W
M肌

f
ν
v
J
d

こ
れ
ら
は
、

前
榔
的
仁
鰹
棒
状
盆
中
か
ら
文
榔
は
れ
る
と
見
ら
れ
て
ゐ
る
こ
と
は
特
に
控
意
セ
要

す
る
酷
で
あ
る
。

今
日
迄
被
調
特
の
も
の
に
止
る
の
で
あ
り
、
従
っ
て
彼
の
利
潤

の
概
念
も
亦
願
著
な
る
異
色
を
持
つ
。
主
六
)
卸
ち
彼
の
利
潤
と
は
粧
佳
成
果
か
ら
、
確
定
持
賃
、
給
料

及
び
信
用
又
は
外
来
資
本
に
劃
す
る
利
子
を
差
し
引
け
る
残
飴
で
め
る
。
而
し
て
、
此
の
中
に
合
ま
れ
る
も
の
は

費
用
概
念
の
内
容
に
開
す
る
彼
の
見
解
は
、

。n宅一
戸
口

企
業
及
び
資
本
の
保
障
額
、
奉
加
又
は
自
己
資
本
に
劃
す
る
利
子
抑
、
企
業
指
導
者
報
酬
及
び
総
て
の
勢
働
者
並

に
使
用
職
員
に
劃
し
て
、
確
定
額
以
上
に
嘗
然
支
掛
は
る
べ
き
瑛
債
の
分
前
で
あ
る
。

(
註
穴
)
彼
は
、
資
本
家
的
経
済
が
謬
れ
る
方
法
で
利
潤
概
念
を
創
設
的
勢
働
と
結
び
ワ
け
る
代
り
に
資
本
と
結
び
ワ
け
た
こ
と
を
遺
憾
と
ナ
る
。

か
く
て
今
迄
、
人
は
成
果
の
分
配
に
於
て
正
常
な
る
尺
度
を
棄
て
与
、
資
木
白
所
有
者
に
不
蛍
に
大
な
る
成
果
の
分
前
を
許
し
て
来
た
と
い
ふ

の
で
あ
る
。

(
z
r
E
F
E
Y
ロ
E
J〈
a

E『
4
4
担

z
r
o員
Pロ
U
P
E
6
p
g
E何
回
ユ
・

3
E
-
m・
5

。.

か
く
て
伎
の
所
謂
牧
益
、
同
日
『

E
m
は
彼
の
利
潤
と
は
別
個
の
概
念
に
る
こ
と
を
知
る
の
で
あ
る
が
、
此
の
耽
盆

経
蹴
官
経
潜
撃
に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

第
一
披

-九

一
六
九

Wirtschaftliche Betriebolehre， S. 221. 
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経
帥
官
経
崎
吋

に
於
け
る
認
識
目
的
の
規
範
者

第
三
十
四
巻

七
O 

第

披

一七
O

は
更
に
企
業
に
従
事
す
る
綿
て
の
共
働
者
、
正
確
に
い
へ
ば
、
其
の
傍
働
時
間
教
と
封
照
し
て
、
始
め
て
鰹
樺
性

の
尺
度
た
る
べ
き
其
の
大
き
さ
を
認
識
す
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
り
印
。
か
〈
の
如
く
し
て
、
z
n
r
r
♀
の
経
緯
白

経
済
曲
学
に
於
け
る
指
導
目
標
は
、
彼
に
於
け
る
所
謂
、
自
己
資
本
の
利
子
及
び
責
本
と
企
業
と
の
保
障
額
即
ち
普

通
の
意
味
に
於
け
る
資
本
の
利
潤
に
あ
ら
宇
し
て
.
企
業
に
於
け
る
共
働
者
一
般
に
闘
は
る
所
謂
、
経
替
耽
識
な

る
こ
E

と
佐
知
一
る
か
ら
、
企
業
に
於
げ
る
総
て
の
共
働
者
の
一
般
的
利
盆
が
伎
に
於
け
る
指
導
目
標
な
り
、
'
Y

」
見
る

の
で
あ
る
。
而
し
て
、
彼
の
所
謂
、
軽
焼
性
な
る
も
の
は
、
更
に
、
此
の
場
合
の
批
判
に
関
聯
し

τ重
要
な
る
意

誌
や
有
寸
円
山
性
附
引
中
ゲ
)
机
肘
「
ノ
r

、
削
ち
、
相
掛
位
以
武
一
の
形
成
の
誠
一
程
よ
り
見
れ
ば
w

企
業
の
共
働
者
な
る
、
使
用
人
、

持
働
者
、
企
業
の
主
瞳
の
聞
に
於
け
る
牧
盆
の
正
営
な
る
分
配
布
巾
『
円
円
r
z
J
1
2
E
Z
=
m
)
に
必
然
的
に
依
存
す
る
出

こ
れ
彼
が
其
の
著
、
J
H
1
』
『
宮
町
}
S
E
E
H
m
H
W
円
三
町
宮
一
時
一
=
内
の
場
頭
に
、
経
替
相
慨
済
率
に
於
て
鰹
樺
性
と
表
裏
す
る
根

本
問
題
と
し
て
、
鰹
替
成
田
市
の
粧
一
管
内
翠
ム
ハ
働
者
の
聞
に
於
げ
る
八
置
の
問
題
を
特
に
指
摘
す
る
伊
以
で
あ
る
。

か
〈
て
、
彼
の
粧
管
経
済
皐
に
於
て
指
導
目
標
と
さ
れ
て
ゐ
名
も
の
は
、
所
謂
正
営
な
る
分
配
の
基
礎
に
立
つ

も
の
で
あ
る
か
ら
、
技
術
的
科
畢
に
於
け
る
葉
の
適
否
を
批
判
せ
ん
が
潟
め
に
は
、
『
正
営
な
る
分
配
」
が
客
観
的

安
営
性
を
以
て
決
定
し
得
ら
れ
る
・
ち
の
な
ち
ゃ
、
否
や
が
考
察
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
は
使
用
職
員
、
勢
働
者
に

劃
し
て
正
営
な
る
分
配
を
要
求
す
る
が
故
に
、
又
企
業
資
本
家
が
不
正
営
な
る
利
盆
分
前
を
要
求
す
る
こ
と
を
最

『
資
本
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
此
の
不
公
正
に
よ
っ
て
所
謂
資
本
主
義
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
』

とし
も、〈

つ非
て難
ゐす
る1，る。。

Dusemund， Der betriebswirtschaftliche GewIIul Beg町田 inseiner historischen 
Eentwicklung， S. 122 
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然
ら
ぱ
、
何
一
か
正
営
な
る
資
本
の
分
前
で
あ
り
、
何
一
か
正
嘗
な
る
、
個

z
の
使
用
職
員
、
勢
働
者
の
分
前
で
あ

る
か
。Z-井
一
一
回
忌
は
労
働
者
の
分
前
に
つ
い
て
は
、
主
(
の
利
潤
分
配
に
封
す
る
盛
典
は
自
然
的
権
利

(
m
Z
E
z
-
-島内国

対
R
F
C

に
属
れ
、
と
い
っ
て
ゐ
る
が
、
か
く
の
如
き
は
彼
の
所
謂
の
2
2
E
m
r
m
x
の
概
念
が
元
来
多
分
に
倫
理

論
的
色
彩
を
帯
び
て
ゐ
る
所
か
ら
生
れ
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
き
正
営
性
の
概
念
に
劃
し
て
、
客
観
的
安
嘗
性

今
般
り
に
一
歩
伝
譲
っ
て
、

Z
一円
r
F
n
F

を
有
す
る
内
容
を
奥
へ
る
こ
と
の
困
難
な
る
こ
と
は
い
ふ
ま
で
も
な
い
。

の
い
ふ
が
如
〈
、
正
常
な
る
部
働
者
の
分
前
が

一
、
最
少
生
存
要
義
た
る
傍
働
者
側
に
於
け
る
給
付
上
の
支
出
、

二
、
販
責
に
際
し
て
明
白
に
現
は
れ
る
、
企
業
に
於
け
る
給
付
の
債
値
、

三
、
契
約
的
に
強
め
支
梯
は
れ
る
賃
銀
額
、

四
、
企
業
の
有
す
る
賃
銀
支
排
能
力
.

等
の
四
つ
の
事
情
を
考
慮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
何
ら
か
、

一
定
の
一
耽
舎
閥
係
に
於
い
て
、
正
営
な
る
持
働
者
の

分
前
の
概
念
日
か
楠
象
的
に
構
成
さ
れ
得
る
と
し
て
も
、
佃
ー
の
金
業
に
つ
い
て
、
佃
1
の
崎
労
働
者
に
劃
す
る
如
何

一
定
の
事
情
の
下
に
於
て
、
正
営
な
り
と
認
め
ら
れ
得
る
で
あ
ら
う
か
。
此
の
問
題
の

な
る
具
睦
的
の
分
前
が
、

有
す
る
困
難
の
性
質
が
如
何
な
る
も
の
か
は
、
ひ
と
た
び
具
瞳
的
事
例
を
取
扱
ふ
場
合
に
何
人
も
容
易
に
看
取
レ

得
る
所
で
あ
ら
デ
。

経
替
経
務
撃
虻
於
付
る
認
識
目
的
自
規
範
者

第
一
撃

第
三
十
四
巻

七

-1:: 

Nicklisch， Organisation， S. 1∞. 
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経
値
官
経
務
撃
に
於
げ
る
寵
識
目
情
。
規
範
者

第

震

七

第
三
十
四
巻

キセ

ま
こ
と
に
、
呂
n
r
r与
の
い
ふ
が
如
〈
ん
ぱ
、
経
崎
官
経
済
皐
は
中
世
自
然
法
串
者
以
来
、
経
済
政
策
串
者
、
枇

曾
改
良
論
者
に
奥
へ
ら
れ
た
最
も
困
難
な
る
根
本
問
題
に
直
面
せ
し
め
ら
れ
る
の
み
な
ら
・
士
、
更
に
又
、
併
せ
て

此
の
困
難
な
る
具
瞳
的
解
決
の
問
題
に
任
ぜ
し
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。

而
し
て
、
こ
れ
ら
の
難
問
た
る
や
、
到
底
、
具
瞳
的
に
は
客
観
的
妥
営
性
を
有
す
る
解
決
を
期
し
得
な
い
も
の

で
あ
る
と
私
は
惟
ふ
。
こ
の
こ
と
は
使
用
職
員
の
正
常
な
る
分
前
、
企
業
主
贈
の
正
営
な
る
分
前
に
つ
い
て
も
同

様
に
い
へ
る
。

企
業
的
寸
一
慨
.
航
町
職
員
、
都
働
4
抽
出
苛

w

企
業
内
の
主
働
者
間
め
正
営
な
る
刺
益
の

1
4
A

二
、
、
幅
，
}
手
U

、
・
hw

rikJ

詰
寸
J
/的
山

mh刀
L
L

分
前
の
基
礎
に
立
っ
と

3
れ
る
、

zwr一一円
r
の
鰹
欝
性
の
概
念
は
、

ぞ
の
正
営
な
る
利
盆
の
分
前
の
概
念
が
抽
象

的
に
も
、
具
瞳
的
に
色
、
こ
れ
が
規
定
に
件
ふ
暖
昧
性
の
故
に
、
技
術
的
科
皐
と
し
て
の
、
企
業
の
経
替
経
済
皐

に
於
け
る
指
導
目
標
と
し
て
、
そ
の
適
性
が
疑
は
れ
る
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

か
〈
立
言
す
る
は
、
所
調
貧
埜
な
る
責
本
家
の
要
求
を
直
ち
に
是
認
し
、
又
は
、
こ
れ
を
回
避
若
し
く
は
排
除

ぜ
ん
と
す
る
個
人
的
乃
至
融
合
目
政
策
的
努
力
を
否
認
せ
ん
と
す
る
意
に
あ
ら
F
る
は
勿
論
で
あ
る
。

回

以
上
の
ご
節
に
於
て
、
花
は
、
企
業
の
鯛
接
す
る
こ
つ
の
利
盆
関
係
面
と
し
て
の
枇
曾
一
般
の
経
済
的
利
益
と
企

業
従
業
者
の
全
般
に
闘
は
る
利
盆
と
が
商
工
粧
管
経
済
皐
の
指
導
目
標
た
る
資
格
に
つ
い
て
の
疑
を
表
明
し
た
。

か
く
て
、
最
後
に
は
、
企
業
主
轄
の
利
盆
、
郎
ち
責
本
の
利
潤
率
が
商
工
経
替
鰹
梼
皐
の
指
導
目
標
と
し
て
選
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捧
せ
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
斯
撃
を
ぱ
経
験
的
認
識
に
立
脚
し
、
計
数
的
観
察
の
方
法
を
用
具
と
す
べ
き
技
術

的
科
皐
と
し
て
考
へ
る
在
は
、
其
の
認
識
目
的
の
規
範
者
た
る
指
導
目
標
の
選
捧
上
、
右
の
質
問
を
肯
定
せ
ん
と

す
る
も
の
で
あ
る
。

換
言
す
れ
ば
、
企
業
の
収
益
力
の
髄
頼
性
を
段
損
サ
ゴ
る
範
固
に
於
げ
る
最
高
の
、
自
己
資
本
の
利
潤
率
、
的

が
企
業
の
経
管
経
済
皐
に
於
け
る
指
導
目
標
と
し
て
採
る
べ
き

も
適
度
な
る
利
潤
宰

(DE自
己

m
m
g
g
Z
E
)

も
の
と
思
惟
さ
れ
る
。

比
の
閣
題
に
つ
、
ぜ
て
は
、
困
よ
り
、
な
ほ
論
A
V

べ
き
も
の
が
残
っ
て
ゐ
る
が
、
今
は
既
に
紙
面
の
傍
悠
佐
持
た

ぬ
か
ら
、
別
の
機
舎
を
待
つ
こ
と
に
す
る
。

経
普
経
済
撃
に
於
げ
る
認
識
目
的
自
一
規
範
者

第
三
十
四
巻

一
七
三

第
一
一
寂

一t
=一


